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ま　え　が　き

　鹿児島県下の植生調査，植生図化は，日本文化の潜在基盤とも言う

べきヤブッバキクラス林（照葉樹林）の典型と，さらに我が国ブナク

ラス林域南限の植生や土地利用形態の解明に役立つ。同時に自然環境

の保全・創造・賢明な将来の発展計画を基礎ともなる。

　本報告は，大隅半島，薩摩半島薦部，奄美群島の調査に引き続き，

薩摩半島北部澄よび甑島の植生調査於よび現存植生図化（縮尺1：50000）

がまとめられている。

　海岸沿いの砂丘，断崖植生から霧島山（韓国岳王7◎Om》診紫尾

山（コ067揃）までの多様な自然環境に支えられて存続している各種自

然植生の残存林の群落組成，分布が明かにされた。同時に川内川流域

の丘陵，谷部から下甑島ダ上甑島の海浜山腹斜面に至るまで長い間に

様々な人間の活動や産業，土地利用形態によって，自然植生が変形さ

ぜられ，代償植生として持続している各種人為植生に象徴される，県

罠のいきざまと土地利用形態が考察されている。

　鹿児島県土の植生の科学的な現況と，将来の発展に備えての自然環

境保全計画の基礎資料としても回報が有効に利用される様に期待した

い。

　本植生調査の計画，現地調査にあたり変らない御援助、御協力戴い

ている鹿児島県当局，とくに内山裕環境局長はじめ関係の皆様に厚く

凄礼申上げたい。

　　　　　　　艮召禾日52年3月

横浜国立大学環境科学研究センター

　　　　　　営　脇　　　昭
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は じ め に

　人類が限られた地球■二で，β本人がかぎられた国土で，そして九州の爾部に位置する鹿児島県が，かぎられた県土

でいかに間違いなく生きのび，國有の文化を発展させるかが，今盾の課題である。地球上に人類が誕生して300万年

来，いかにして唐然を開発し，邪魔者をすべて排除して人間だけがより良い生活を築ぐかに努力が集中されてきた。

　最近のいわゆる公害や自然破壊などの環境間題は，自然と対決し，邪魔者を皆殺しにしようとした人間の努力が局

地的に自然の許容力あるいは浄化能力を超たところに問題が生じている。反面我々がそれぞれの限られた自然の許容限

界の枠の中でより豊かな生活を行うとすれば，ある程度の自然の騰発・産業の発展との共存についても真剣に考えな

ければならない。

　とぐに鹿児島県のように温暖で豊かな麹然環境に恵まれながらも，県畏の生活水準について山間部や離島で癩本人

の現代の平均的水準までの向上が望まれているところでは県土の将来計画に際して行政と県民が一体となって十分に

検討し，すべての県罠の明呂の安全な生存権，生活権の保証のためには，今伺が左されるべきかについての総意が得

られ左けれはならフなレ㌔

　将来計画のために必要な基礎資料としては行政，経済さらに各種の膚然条件についての精度の高い十分な科学的左

調査が前提となる。その際に基本的で重要な課題は，人間の本質的共存者であり，土地のあらゆる生物的生産の母体で

ある植生の実体とその具体的酎分についての総合的な調査・研究．把握にある。

　鹿児島県では昭47年慶から県下全域の自然環境の主要構成者であり，また生物的生産の基盤であり，新しい環境

創造のための“生きた構築材料”である郷士の植生の生態学的，植物社会学的な基礎調査が行われてきた。その成果

はすでに大隅半島の植生と植生図化の研究・調査成果が，1974年の国際植生学会臼本大会の鹿児島県内調査に際

して，各国の現代の第一一入者の生態学者たちによって高く評価されている。（宮脇1974，Chalrotte　EUe－

nberg　1977　）o

　本報は薩摩半島北部と甑列島についての植生調査結果と現存植生図化（1：25000）の調査・研究結果である。今

回の植生調査で屋久島齢よび周辺の一部島しょを除いて鹿児島県．ドのほ酸全域についての植生調査と，その成果を塞

礎とした現存植生図化の研究がμ憂嬉々っことになる。

　入間生有の蕪盤としての植生の調査結果が，自然壌境や人為的干渉の植生の側からの診断図ともいうべき現存植生

図と共に悶違いの少い鹿児島県土の利用と，その基礎としての自然環境の保全，必要に応じて積極的な創造に十分役

立てられるように夢みたい。

　なお，本調査のはじめからつねに激励尊き，またむ担：話になった内山裕環境局長をはじめ鹿児島県の関係当局の皆様

　　　　　　、
に厚く御礼上げたい。
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Fig．1　調査地域概観


